
1.

℃8数学 A

次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(a)πυ
′=C+ν

(b)ν
′+2ν tt c● (3 sin 22+2,9s2″ )

(c)ν
″+4ν′+4ν =0

(d)″
2ν″+7"ソ′+13ν =0

(e)ν
″―ν
′-2ν =3θ
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(f)ν
″-2γ′+ν =チ
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次の微分方程式を解きなさい
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3. 微分方程式         .
y″ +■ν′十

鶴

を連立微分方程式に変換しなさい。

とき、一般解を求めなさい。

上ν=0m

)争 十孝

また、m=1,c=2,λ =2の
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5,次の連立微分方程式の臨界点のタイプと安定性を決定しなさい。ま
た、実数値の一般解を求めなさい。
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6,α ,b,た,J>oと するとき、連立微分方程式

{ ;:  
二 :批」:y}J:

の臨界点を求め、それぞれについて臨界点のタイプを求めなさい。

々
7.次の微分方程式の解をべき級数法によって求めなさい。

③ 02_的ノ_加ノ+2ν =0      1/.(11
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(b)″ (2-1)ν
′′
+(3″ -1)ν
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